
福井大学教職大学院長期実習について 

Ⅰ 長期実習の概要 

実習単位、主な内容、実施施設、時期、学生の配置等 

  教職専門性開発コース スクールリーダー養成コース 

１年間の学校における 

教師の仕事の総体を学ぶ 

スクールリーダーに求められる実践力を 

実践と省察を通して培う 
ねらい 

（教科指導・生徒指導・特別活
動・学級づくり・学校運営） 

（協働実践研究の企画運営・支援協力・メンター

シップ） 

授業科

目の名

称 

長期インターンシップ 
スクールリー

ダー実習Ⅰ 

スクールリー

ダー実習Ⅱ 

スクールリー

ダー実習Ⅲ 

期間 1 年間 １年間 

単位 10 単位 7 単位 1 単位 ２単位 

内容 

教科指導のみならず、生徒指

導、１年間の学級づくり・学級

経営、学校運営をはじめとする

学校における教師の仕事の総

体を１年にわたって実習 

学校における

協働実践研究

の企画運営に

関する実習 

他校の協働実

践研究・校内研

修への支援協

力にかかわる

実習 

若い世代の教

師を支えるメ

ンターシップ

に関する実習 

  自校 他校 自校・他校 
場所 

拠点校・連携校 拠点校・連携校 拠点校・連携校 拠点校・連携校 

 
１年間にわたって授業と子どもたちの生活に接し、学校の仕事の総体を学び、協働で研究す

る教師集団に接して経験を重ねる実習 

1 年次の４月から３月、週３日間をインターンシップとして、学校の１年間の授業と行事と

生活に教師集団の一員として参加し、授業づくりに止まらず、学級づくり・生徒指導・生活指

導、そして教師としての組織的な活動や協働研究にも関わって教師としての仕事を総体として

把握し役割を果たしていく。長期インターンシップを行う。学校での個別の支援・協働の研究、

大学院でのカンファレンスによって多重に支援する。 

 

Ⅱ 長期実習の特徴 

 
実習を中核に組織されプロジェクトとして実行される大学院授業 
 

（１）１年間の教育実習⇒「２週間ないしは４週間実習では学び得ない実習内容」 

           ⇒「学校の１年間のリズムや生態系の理解」 

⇒「学校の教員の一員としても学び」 

⇒「専門職として力量形成の学び 

…探究的協働・ヴィジョン・省察的実践」 

① 学部実習では１回１回の授業づくりで精一杯である。１年間の実習では、授業づくり実



習に加えて、単元づくり・学級経営・生徒指導の実習が実現できる 
② １年間の実習では、子どもの成長発達を見定めることができ、それに基づく教育的かか

わりを考える機会を持つことができる。 
③ １年間の教育実習では、学校の年間サイクルを自覚でき、季節ごとの特別活動（行事）

の意味を考えながら子どもにかかわることができる。 
④ 実践-省察-再構成のサイクルの中で実習を経験でき、省察的実践力の育成ができる。学生

は実習内容を１週間単位で省察し、次回に向けて再構成する機会が得られる。 
              ⇒同一校で１年目週３日の実習、２年目週１日の実習 

⇒２年間週１日のカンファレンスに参加（大学にて開催） 
⑤ １年間の教育実習では当該学校の教員の一員として、教員の学内研修・職員朝礼・校務

分掌等に参加でき、教員としての仕事の全体と、組織学習の在り方を学ぶことができる。 
         ⇒各拠点校の実習メンターの存在 

⇒大学教員を含めた協働研究の組織（毎月１・２回の開催） 
⇒拠点校における現職教員院生の指導（スクールリーダー実習Ⅲ） 

⑥ ２年間の教育実習を振り返り、学習個人誌的に長期実践報告を作成することで、実習生

自らの成長にかかわらせて、教科内容、生徒指導、学級経営、学校組織等を総合的に捉

え直すことができ、到来に向け展望を描くことができる。           
                  ⇒毎月行われる合同カンファレンスに参加 
                  ⇒年２回のラウンドテーブルにて報告 
                  ⇒長期実践報告書の作成と公表 
⑦ 毎週行われるカンファレンス・毎月の合同カンファレンス・年２回行われるラウンドテ

ーブル・各拠点校で行われる公開研究会等への参加を通して、他の実習者の追求を跡付

け援助する。それによって自らの追究するテーマの方向性や質を吟味し直し視野を広げ、

専門職としてのヴィジョンを持つことができる。 
           ⇒カンファレンス・授業研究会・ラウンドテーブルにおける 

語りと傾聴の関係構築（探究的協働組織に参画経験を持つ） 
 

⑧ 学部の教育実習期間は、ＴＡとして学部教育実習生へ支援を行い、支えての視点で実習

内容を振り返ることができる。（世代継承生成サイクルの実現） 
                  ⇒大学院生に対するＴＡ制度 
 

（２）学校のお荷物にならなく、かつ、学校の教育研究を向上させる教育実習の実現 
 ⑨ 実習受け入れ校としての拠点校ではなく、協働研究の提携校としての拠点校。そこに協

働研究のスタッフの一員として参加する教育実習生。この位置づけとそれを支える協働

研究組織が、実習生の意識を変え、当該学校の教員の意識を変える。 
                  ⇒拠点校方式の大学院の教育実践 
 

（３）スクールリーダー実習の重要性 

 ⑩ 職籍校でのスクールリーダー実習が重要である。当初、１年修了者を予想して「スクー

ルリーダー実習Ⅰ」の免除を行ってきたが、スクールリーダーとしての実習が重要であ

る。スクールリーダーとして行動するためには、当該校の教員集団の在り方、当該校の

教育課題、当該校での児童生徒の実態等を理解した上でないと実践できない。他校にお

ける模擬的な実習ではなく、当該校での組織学習の構築（実践コミュニティの創造）を

目指して行われるべきである。そのための実習を支える拠点校方式の授業形態が有効に



機能した。          ⇒拠点校方式の大学院の教育実践 
 ⑪ 他校の教育研究をさせる「スクールリーダー実習Ⅱ」が、現職教員の学校を超えた実践

コミュニティの構築を促すことができた。スクールリーダーとして教員を組織していく

上で、他校での教育研究に参画することは、自校の研究の広がりと連続性と深まりを確

認する上でも重要である。また、参画したことを再度吟味し直す機会を保障することで、

自身の専門職としての教育ヴィジョンの構築に繋がっている。 
⇒各拠点校の公開研究会等に参画する 
⇒参画した内容にニュースレターにまとめる 
合同カンファレンスで吟味する 

 ⑫ 若い世代を支える「スクールリーダー実習Ⅲ」が、ストレートマスターの１年間の教育

実習を支えることができた。 ⇒教職専門性開発コースの長期インターンシップと連動 
 

Ⅲ 長期インターンシップの内容 

長期インターンシップにおいては、教科指導のみならず、生徒指導、１年間の学級づく

り・学級経営、学校運営をはじめとする学校における教師の仕事の総体を一年にわたって

経験し、そこで直面する課題について、指導教員等の支援を得ながら取り組む。 

 

１ 実習の到達水準について 

1 年次の４月から３月まで、週３日間、学校の１年間の授業と行事と生活に教師集団の

一員として参加する。実習を通じて、以下の領域について、「自律的に活動を推進すること

ができる」ことを到達水準とし、さらに「実践をふりかえり意味づける（省察）」ことを目

指す。 

(1)授業づくり 

○一単元の授業展開（ティーム・ティーチングあるいは個人での授業） 

個々の単元について子どもたちの成長に即した授業を開発・実践・省察する。下記の

５局面について活動の実際と記録から評価する。 

①企画②調査・構想③実践④省察－記録－表明⑤評価と展望（現状の把握のサイクル） 

○実践の省察を踏まえた展開のレベル 

初発の単元の実践と省察を踏まえて、子どもたちの成長に即した授業を開発・実践・

省察する。 

(2)１年間の学級づくり 

○学級づくりの初発のサイクルに立ち会い学級になじむ 

○学級の活動の発展のために取り組む 

○学級の課題や問題を踏まえて担任と協力して学級への働きかけに取り組む 

○一つの働きかけの展開を検討・省察し、次の働きかけを構想し実践する。 

○長期にわたる学級の歩みを記録を踏まえて検討し、今後の課題を明らかにする。 

(3)生徒指導 

○特定の児童生徒、児童生徒集団に状況とその１年間の歩みに立ち会い、支える。 

○特定の児童生徒、児童生徒集団の課題を踏まえて担任の教員と協力して生徒指導に取

り組む。 

○一つの働きかけの展開を検討・省察し、次の働きかけを構想し実践する。 

○長期にわたる生徒指導の歩みを記録を踏まえて検討し、今後の課題を明らかにする。 



(4)特別活動・学校運営・学校組織 

○学級活動・学校行事等の特別活動で役割を果たすともに、その１年間のサイクルを経

験する。 

○学校を支える学校運営と学校組織について１年間の経験を通してその働きについて

とらえることができる。 

(5)省察と記録について 

○日常的に実践を記録し省察するサイクルを実現する。 

○半年あるいは年間の活動展開について検討し省察する。 

○長期にわたる取組の展開を伝える叙述の方法について学ぶ。 

 

２ 長期インターンシップ（実習）を支えるスタッフ 

名 称 所属と役職 インターン（実習生）へのサポート内容 

学校担当者 受け入れ校の教頭等 大学との窓口となり、インターンの受け入れ体制

を整える。インターンとメンター教員等を総括する。 

メンター教員 

受け入れ校の学年主

任・教科主任等 
（拠点校の場合はス

クールリーダー養

成コースの院生） 

インターンに授業づくりや学級づくり、生徒指導、

学校経営、学校行事など、学校の実務を経験させる。

また、授業実践や協働研究を支えるなど、メンター

として個別にサポートする。 
（スクールリーダー養成コースの院生の履修科目と

なる） 

支援教員 受け入れ校の学年主

任・教科主任等 

メンター教員以外の支援者。教科や道徳、学級活

動、総合などの授業を公開し、主にインターンの専

門教科の授業研究を支え、実習を支援する。 

大学担当者 大学教員 

学校と連携し、インターンの実習にかかわる。 
ストレートマスターの場合は隔週、臨任の場合は

各月学校を訪問し、実習の報告を受ける。また、学

校担当者やメンター教員・支援教員と実習内容につ

いて協議する。 
ストレートマスターのカンファレンスを毎週大学

院において行い、記録や省察を検討する。毎月１回

スクールリーダーや臨任教員との合同カンファレン

スを実施する。 
 

３ 長期インターンシップの内容 

(1) 年間サイクル 

４月 学校現場のリズムになじむ。 

５月 授業づくりと生徒指導の実際を学ぶ。 
６月 単元を見通した授業実践を経験する。 

７月 学級の 1 学期の展開をとらえ直す。 
８月 夏季休業中は、大学での集中講座などカリキュラムを優先する。 

９月 学校現場の安定したリズムを取り戻す。 



10～11 月 中心的な学習プロジェクトを展開する。 

12 月 メンター教員と共に教師の協働研究をまとめる。 

１月 1 年間の展開を踏まえた授業を展開する。 

２～３月 1 年間の取組にかかわる記録をまとめ、展望をひらく。 
 

４ 長期インターンシップの週モデル例 

＜拠点校において＞ 週３日予定 
・メンター教員・支援教員の授業の参観・記録、授業中の補助的な支援 
・授業準備、後始末、教材づくりの補助 
・児童生徒のノート、ワークシート類の点検補助 
・朝の会・帰りの会の指導、給食指導、清掃指導等の補助 
・学校行事への参加及び活動補助 
・担任業務や校務分掌の補助 
・授業の実践、研究授業及び授業研究会 
・教科、道徳、総合的な学習の時間、学級活動について、年間を通じた実習 

・週案簿の記録（ない場合は、 
＜大学において＞ 週２～３日予定 
・インターンシップの記録のまとめと省察、教材研究 
・自主ゼミ、大学担当者とのカンファレンス 
・月１回程度の合同カンファレンス 
・外部研修の受講 

 
４月の１週間のモデル例（月・火・水に学校で勤務する場合） 
曜日 月 火 水 木 金 （土） 

内容 イ ン タ ー

ンシップ 
イ ン タ ー

ンシップ 
イ ン タ ー

ンシップ 
カンファレ

ンス 

教 材 研

究・自主ゼ

ミ等 

合 同 カ ン

フ ァ レ ン

ス 
場所 拠点校 拠点校 拠点校 大学 大学 大学 
朝 全校朝礼 登校指導 授業準備 

1 限 
2 限 

授業参観 教 材 づ く

り補助 授業参観 

3 限 
4 限 

授 業 準 備

補助 
担 任 業 務

の補助 
授 業 後 始

末補助 

小グループ

でのミーテ

ィング・報告

会等 

個 別 で 教

材研究 

給食 
清掃 支援補助 支援補助 支援補助 

5 限 授業参観 
6 限 

校 外 学 習

（総合） 
校 務 分 掌

の補助 

放課後 
会 議 等 へ

の参加 部 活 動 へ

の参加 
個 別 学 習

指導 

教材研究や

各種研修等

への参加 

自主ゼミ・ 
報告会 

毎月 1回程

度 の 合 同

カ ン フ ァ

レ ン ス に

出席 

※この例を参考にして、各自で実習記録表を作成し、毎週の記録を集積する。 



５ 大学担当者とのカンファレンス、自主ゼミ等 

（１） 実習以外の日（木曜日、金曜日）の過ごし方 

 実習の 3 日間で経験したことは毎日の記録として書き留めておく。毎週、木曜日（金曜日）

は、大学でインターンシップの振り返りを行う。 

 その週の記録をもとにして、院生同士での話し合いや大学教員とのカンファレンスを行うこ

とで、自分なりの課題が明確になり、次週への手がかりを見つけることにもつながる。 

木曜日の例 

時刻 内容 

8：45 集合（51 演習室） 

  今日の学習予定の確認 

9：00 ミーティングⅠ（小グループ）  

  インターンの報告（日誌をもとにした語り合い、聴き合い） 

  今週の実践内容を振り返り、次週の課題も確認して、各自記録にまとめる 

 （昼食） 

13：00 個別学習 

15：00 ミーティングⅡ（全員） 

  発表とコメント 

16：30 必要に応じて個別指導 

金曜日の例 

時刻 内容 

8：45 集合（51 演習室） 

  今日の学習予定の確認 

9：00 教材研究（個人） 

  指導案作成、資料収集、ワークシート・プリント作成、施設の下見・交渉、

週案や各種たより作成 

 （昼食） 

13：00 自主ゼミ、校外研修の企画、準備、話し合い（全体） 

15：00 午後の報告 

  ☆月に一回程度、自主ゼミを企画する。 

  （書籍や資料を読む学習会、学校・施設訪問、講演会、研修の聴講等） 

  インターン生が協力して企画・運営する。一日の行動計画を立てたり、し

おり等も作成したりする。 

 

（２） 院生の当番活動 ・・・ 月毎の当番を正副の 2 人体制で回していく。 

＜具体的な仕事＞ 

   ①カンファレンスの出席簿作成 

 ②欠席や連絡のとりまとめ 

 ③大学教員との連絡のとりまとめ 

 ④連絡掲示板などの自主的な活用 

 ⑤自主ゼミ、校外研修などの企画 

   ⑥その他(自主的に) 

 



（３） 拠点校でのメンター教員による指導 

各拠点校においては、メンター教員（スクールリーダー養成コースの院生）から、随時指導

を受ける。 

 

（４） 大学担当者による指導 

 大学担当者が、月に 2度程度拠点校に出向き、各種会議等の中で実習について指導する。 

 

（５） 毎月の合同カンファレンス 

毎月１回、福井大学において長期インターンシップの展開に関する合同カンファレンスを行

う。スクールリーダー養成コースの院生、教職専門性開発コースの院生全員が参加する。少人

数のグループによるクロスセッション方式で各自の実践を語り、大学担当者を交えて議論を深

め、実践的なアドバイスを受ける。 

自分の実践を語るために拠点校での実習の記録等を資料として持参する。 

 

（６） 教職大学院生としての自学自習 

実習以外の 2日間については、自分の専門教科の学習を深める時間としても有効活用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６  月モデル表および年間計画（拠点校である小学校で実習を行う場合の例） 

 ガイダンス・カンファレンス 
（大学で行う） 

実習の展開（実践・実務） 記録と検討 

2-3
月 

事前ガイダンス 
実習計画の検討 
事前打ち合わせ 

事前打ち合わせ 実習計画の作成 

4 月 

週間カンファレンス 
 
大学担当者の学校訪問 
 
合同カンファレンス（土曜） 

 
学校というコミュニティのリズムになじむ。 
教師集団の仲間に入る。 
入学式 
新しい学級づくり 
一週間のサイクル 
子どもたちとの関係作り 
学校が取り組むテーマと協働研究の展
開について学ぶ。  
実習経験の記録の作り方 
 

週ごとの実習記録と月報告 
 

5 月 

週間カンファレンス 
 
大学担当者の学校訪問 
 
合同カンファレンス（土曜） 

 
主題を意識した探究を進める。（授業づく
りと児童生徒の成長支援） 

学級を安定させる。一人一人の子どもた
ちの状況を理解する。 
授業の展開を跡づける。 
学級と授業展開をふまえて自分自身の
授業づくりの展望をたてる。  
子どもたちの集団活動を支える。 
教師の協働研究に参画する。 

 

週ごとの実習記録と月報告 
 

6 月 
週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 

はじめての単元の授業を展開する① 
 

週ごとの実習記録と月報告 
 

7 月 

週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 
前期実習報告書のまとめ方
についての指導 

 
学級の半年間の展開をとらえ直す。 
 
 
 

週ごとの実習記録と月報告 
前期報告書の作成 

8 月 

 
集中講義等に参加 
これまでの展開を跡づけ、
後期の課題を明らかにす
る。 

（原則として、夏季休業中は拠点校での実習
なし）  

9 月 
週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 

 
安定したリズムを取り戻す。 
学級の目標を再確認する。 
中心的な学習プロジェクトを発展させる。 
 

週ごとの実習記録と月報告 
 

10 月 
週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 

 
中心的な授業・学習プロジェクトを展開す
る。② 
校内運動会 前期終了・秋休み・後期開始
（２学期制） 
 

週ごとの実習記録と月報告 

11 月 
週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 

 
中心的な学習プロジェクトの展開を省察
する。 
器械運動発表会 バザーなど 

週ごとの実習記録と月報告 

12 月 
週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 

 
教師の協働研究を支援する。 
 

週ごとの実習記録と月報告 

1 月 
週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 

１年間の展開を踏まえた授業づくり③ 
教師の協働研究を支援する。 週ごとの実習記録と月報告 

2 月 

週間カンファレンス 
大学担当者の学校訪問 
合同カンファレンス（土曜） 
後期実習報告書 
最終実習報告書の作成指
導 

 
１年間の取組に関わって記録をまとめ、
長い展望をひらく 
 

週ごとの実習記録と月報告
後期報告書 
最終報告書の作成指導 

3 月 最終実習合同検討会   
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